
教育・研究などへの取組状況 

 

総合工学システム学科  系・コース名 プロダクトデザイン 職階 教授 氏名 藪 厚生 

項 目 取 組 状 況 

教 育 ◆ 令和４年度担当科目 

工業力学、制御工学、ロボット工学、電気機械工作実習、電子機械工学実験Ⅱ、基礎研究、卒 

業研究、工学システム設計演習Ⅰ、工学基礎研究、工学特別研究、工学特別ゼミナールⅡ 

◆ 担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

配慮対象の学生がいる３H での授業は録画し、課題等の解答例も黒板に解説するなどオンデ

マンドの授業に対応した。また実習では可能な限り学生の要望に応じて補習を実施した。 

◆ 特記すべき教育方法の実践例 

３D プリンタの普及に伴い、３年電気機械工作実習で３D プリンタの概要、使用上の注意事

項、使用のデモを実施した。 

◆ その他 

DX 予算に関連して、D コース３年および４年用実習機器として教材の選定、メーカーによ

る装置の導入教育などを実施した。 

専攻科生の受賞 

日本高専学会第 28 回年会講演会ポスター発表の部 優秀発表賞、立体マーカを用いたロ 

ボットの自己位置推定システムの開発、 2022 

研 究 ◆ 令和２～４年度における研究業績（過去 3年度分） 

◼ 学術論文執筆 

岡本直樹，藪厚生，金田忠裕、アーム付きカメラを用いた階段検出と計測、数理科学会論

文集、Vol.21、No.1、2020 

 

◼ 学術講演会での発表 

・川田優作、藪厚生、金田忠裕、補助輪付き伸縮式脚車輪ロボットの階段昇降、第 21 回 計 

測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会論文集、３B3-02、２０２０ 

・川上透生、藪厚生、金田忠裕、アーム付きカメラを用いた対象物の位置検出、第 21 回 計

測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会論文集、３B3-0１、２０２０ 

・小倉大樹、藪厚生、金田忠裕、松山森仁、立体マーカを用いたロボットの自己位置推定シ

ステムの開発、第 2２回 計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会論文集、

1G1-06、２０２１ 

・小倉大樹、藪厚生、金田忠裕、安藤太一、立体マーカを用いたロボットの自己位置推定シ

ステムの開発、日本高専学会第 28 回年会講演会ポスター発表、PM-10、2022 ／８ 

他６件 

 

社会貢献 ◆ 令和２～４年度における公開講座・出前授業の取組状況 

「自分でデザインしてきれいな動く影をつくろう」公開講座 R4，８月 

 

◆ その他 

 

 


